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 先日、本校の保護者と児童を対象に行った「学校づくりに関するアンケー

ト」の結果を集約いたしました。小机小学校では、より豊かで楽しい学校づく

りに向けて、アンケートの結果を参考にしながら見直しを進めているところで

す。ここに結果をご報告いたします。 

 アンケートへのご協力ありがとうございました。 

 右の表は保護者の皆様を対象にしたアンケートの結果を表しています。多くの項目で
「Ａ：できた」「Ｂ：だいたいできた」を合わせた割合が９０％以上になっていること
が分かります。保護者の皆様が本校の教育活動を温かく見守っていただき、前向きに評
価してくださっていることが分かります。ただ、全体的に「Ａ：できた」の割合が減少
傾向にあります。保護者の皆様に「できている」と感じていただけるよう、改善し、努
力していくとともに、積極的な情報発信に努めていきたいと考えています。 
 項目８「学校は、思いやりのある心や命の大切さ、社会のルールを守る態度を育てよ
うとしている。」と項目９「学校は、子どもが努力したことや良さをよく見ている」、
項目１０「学校は子どものことをよく理解してくれている」の三つの項目において、
「Ａ：できた」が昨年度よりも１０％以上下がっていることが分かります。道徳教育に
さらに力を入れて、相手の心、命を大切にする子どもたちを育てていくとともに、教職
員側も、日々の学校生活での指導や教育相談の機会を活用しながら、子どもたち一人一
人をしっかりと見て、関わり、すばらしいところを積極的に認め、自己肯定感を高めて
いけるようにしていきます。引き続き、子どもたちにとって、学校や学級が居心地よ
く、安心して活動できるように努力していきます。 
 項目１３の「お子さんは、授業を分かりやすく楽しいと言っている」では、「Ｃ：あ
まりできなかった」、「Ｄ：できなかった」と感じている割合が１５％になり、年々高
くなっていることが分かります。学習内容をきちんと指導し、できた喜びや楽しさを子
どもたちが体感できるように授業改善を進めていきます。また、「パワーアップタイ
ム」や「家庭学習カード」に対する取組については、昨年度の結果と比べて「Ｃ：あま
りできなかった」、「Ｄ：できなかった」の割合が高くなっています。学習の基礎基本
をしっかりと身に付けていくためには、授業だけではなく、繰り返し練習する「パワー
アップタイム」や、復習する「家庭学習」が不可欠です。しっかりと取り組んでいける
よう、励ましたり工夫したりしていきます。ご家庭でも、家庭学習へのご協力、励まし
をよろしくお願いします。 
 項目１７の「お子さんは積極的に挨拶をしている」の項目では、「挨拶世界一」を目
指して小机小学校全体で取り組んでいるのですが、昨年度よりも割合が下がってしまい
ました。子どもたちの中に、「小机小学校と言えば挨拶」と高い意識をもっている子が
たくさんいます。それを広げて「あいさつ（明るく、いつも、先に、続ける）」を実践
できる子どもたちを育てていきます。気持ちのよい挨拶や、正しい言葉遣いにあふれた
小机小学校を目指します。また、全教職員自らも進んで子どもたちに範を示すことが大
切です。子どもたちとともに、意識を高めていきます。 
 来年度も引き続き、保護者の皆様や地域の皆様と協力して、『子どもたちとともに前
向きに頑張る小机小学校』を目指していきます。保護者の皆様のご理解とご協力をどう
ぞよろしくお願いします。 
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児童用 

 右の表は児童を対象にしたアンケートの結果を表してい

ます。昨年度同様、多くの項目で「Ａ：できた」「Ｂ：だ

いたいできた」を合わせた割合が高く、子どもたちは概ね

充実した学校生活を送っていることが分かります。 

 「授業や学級会などで自分の考えを発表しようとしてい

る。」や、「授業などで分からないことについて、先生に

質 問 す る よ う に し て い る。」の 項 目 で は、「Ａ ： で き

た」・「Ｂ：だいたいできた」と感じている子が、全体の

７０％を下回っており、昨年度に比べるとやや改善してい

るものの、依然として自分の思いを表現することが苦手な

子が多いことが分かります。コミュニケーション能力を高

めることは、学習の中で自分の思いを進んで伝えたり、分

からないところを根気強く聞いて解決したりするためだけ

でなく、普段の人間関係を築いていく上で重要なことで

す。少人数での活動など、表現しやすい場をたくさん設け

てスキルを高めていくとともに、子どもたちが安心して自

己表現できるような学級経営に努め、子どもたちの頑張り

をしっかりと認めて自信をつけていきます。また、活動の

振り返りをしっかりと行い、子どもたち自身が頑張ったこ

とを実感できるようにしていきます。 

 「パ ワ ー ア ッ プ タ イ ム」や「家 庭 学 習 カ ー ド」、

「KSG」の取組は、学校生活の中に定着しています。さら

に子どもたちのやる気や努力を引き出すことができるよ

う、達成感を感じるような工夫や、できたことをしっかり

と認めることを大切にしていきたいと思います。 

 「コンピューターを使った学習を楽しんでいる」につい

ては、ダブレットPCやパソコンルームを使って調べ学習を

行ったり、プログラミングソフトを使って楽しんだりした

結果が表れてきています。授業に中に積極的に取り入れ、

子どもたちが活用できる環境の整備にも力を入れていきま

す。 

 「友達や先生・地域の人などに挨拶をよくしている。」

では、「Ａ：できた」「Ｂ：ややできた」と答えている児

童が８７％に達しているものの、「A:できた」が全体の半

分程度になっています。形だけの挨拶にならないように

日々声を掛け、自ら進んで気持ちよく行えるように指導し

ていきます。「生活していく約束やきまりなどを守るよう

にしている。」や「人の話をきちんと聞くようにしてい

る。」については、昨年度に比べて、かなり改善が見られ

ます。そのきまりが必要なわけを、丁寧に子どもたちに伝

え、進んで守ろうとする意識を育てていきます。また、話

をしっかり聞く姿勢を全校で指導していきたいと考えてい

ます。 

 今後も子どもたち一人一人のよさや課題を把握し、伸び

伸びと成長していけるよう、小机小学校全職員が一丸と

なって取り組んでいきます。 


